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手法を WED (Winged Edge Data) 構造で記述された多面体に適用し、 WED で表された形状データから直接に陰
影画像を生成する際に、 WED がもっ面と稜線の接続情報を利用して 1 次元集合演算処理の効率をさらに向上させた。
以上により、本論文で提案するアルゴリズムは対話的な形状モデリング環境に応用が可能な高速性を実現した。
論文審査の結果の要旨













(3)開発した手法が別の形状表記法である WED (Winged Edge Description) 法にも適用可能であることを示し、こ
の場合には、 WED 法が有する面と稜線との接続関係を利用することにより、描画速度の一層の向上を図ることが可
能であることを示している。
以上の結果は、コンビュータグラフィックスの分野の技術進歩に貢献するものであり、博士(工学)の学位論文に
値すると認められる。
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